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大学院におけるエンカウンター・グループ・
ファシリテーター養成プログラム

Training program of encounter group facilitator
in postgraduate school

要　約
　本稿では，大学院における２年間にわたるエンカウンター・グループ・ファシリテーター
養成プログラムについて，その実際を紹介し，その特色について考察を行った。２年間の
九大エンカウンター・グループ・ファシリテーター養成プログラムは次の10のステップで
構成されている。（1）修士1年前期：①外部のエンカウンター・グループのメンバー体験。
②６月のエンカウンター・グループ　in　九大（２日間，通い）のメンバー体験。（2）修士1
年後期：③７月のエンカウンター・グループ・セミナー参加。④後期の学部授業の構成的
エンカウンター・グループのコ・ファシリテーター体験。⑤11月のインターカレッジ・エ
ンカウンター・グループ（３日間，通い）のコ・ファシリテーター体験。（3）修士２年前期：
⑥外部（看護学校）の宿泊型の構成的エンカウンター・グループのコ・ファシリテーター体
験。⑦６月のエンカウンター・グループ　in　九大（２日間，通い）のペア・ファシリテーター
体験。⑧７月のエンカウンター・グループ・セミナー参加。（4）修士２年後期：⑨11月のイ
ンターカレッジ・エンカウンター・グループ（３日間，通い）のメイン・ファシリテーター
体験。⑩３月の外部（看護学校）のエンカウンター・グループ（４日間，宿泊）のメイン・ファ
シリテーター体験。特色としては次のことが挙げられる。①大学院における２年間にわた
るシステマティックなプログラム。②メンバー体験とファシリテーター体験の両方の尊重。
③構成的グループと非構成的グループの両方の体験。④ファシリテーター体験の細かなス
テップアップ。⑤体験とその検討をセットにすること。⑥グループ臨床家養成と個人臨床
家養成は車の両輪。
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Ⅰ　はじめに
　1970年に，畠瀬稔によってベーシック・

エンカウンター・グループがわが国に紹介
されて以来，わが国ではその実践と研究
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が脈々と続けられている。特に村山正治
を中心とする福岡人間関係研究会（http://
fukujinken.life.coocan.jp/）および人間関係
研 究 会（http://encounter-group.org/）は，
毎年，ワークショップを開催している。
　わが国のベーシック・エンカウンター・
グループの活用は，次のように多様であ
る。①心理的成長＝一般人：野島（1988）な
ど，中学生，高校生：本山・野島（1999）な
ど，予備校生，専門学校生，看護学生：野
島（1980）など，大学生，大学院生，夫婦，
家族等が対象。②人間関係能力の教育・訓
練＝保育士，教師：野島（1993）など，養護
教諭：野島（1990）など，看護師，福祉関係
者，療育関係者，電話相談員：野島（1999）
など，企業人，カウンセラー等が対象。③
心の癒し＝緩和ケアにかかわる人，女性，
働く人等が対象。④心理的治療＝不登校児
の親，（特別な配慮をしながら）精神病の患
者：野島（2012）等が対象。⑤異文化間交流
＝異なる文化や言語を持つ人達が対象。
　ただ，実践そのものは盛んであるが，
ファシリテーター養成という面では，まだ
まだ模索中であると言ってよかろう。文献

的にも，野島（1985），高松・村山ら（1993），
野島・畠瀬（1994），野島（1996）などはある
が，かなり少ない。
　このような状況のなかで筆者は長年，九
州大学大学院の臨床心理士養成のコース
で，野島研究室独自の“２年間にわたるシ
ステマティックなエンカウンター・グルー
プ・ファシリテーター養成プログラム”を
開発・実践してきた。本稿では，その実際
を紹介し，本プログラムの特色について考
察を行う。
　尚，一般向けにその概要は野島監修

（2011）でも述べられている。
　ちなみに言わずもがなであるが，院生は
同時に通常の院生教育のなかで，個人臨床
家としても養成されている。

Ⅱ�　九大エンカウンター・グループ・ファ
シリテーター養成プログラム

　１．�２年間の10ステップのプログラム概
要

　２年間は，10ステップのプログラムに
なっている（表1）。

表１　九大エンカウンター・グループ・ファシリテーター養成プログラム

　（1）修士1年前期：①外部のエンカウンター・グループのメンバー体験。②６月のエンカウンター・グループ　
in　九大（２日間，通い）のメンバー体験。③７月のエンカウンター・グループ・セミナー参加。

　（2）修士1年後期：④後期の学部授業の構成的エンカウンター・グループのコ・ファシリテーター体験。⑤11月
のインターカレッジ・エンカウンター・グループ（３日間，通い）のコ・ファシリテーター体験。

　（3）修士２年前期：⑥外部（看護学校）の宿泊型の構成的エンカウンター・グループのコ・ファシリテーター体
験。⑦６月のエンカウンター・グループ　in　九大（２日間，通い）のペア・ファシリテーター体験。⑧７月のエ
ンカウンター・グループ・セミナー参加。

　（4）修士２年後期：⑨11月のインターカレッジ・エンカウンター・グループ（３日間，通い）のメイン・ファ
シリテーター体験。⑩３月の外部（看護学校）のエンカウンター・グループ（４日間，宿泊）のメイン・ファシリ
テーター体験。
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　２．10ステップの説明
　10ステップを少し詳しく説明しよう。
　①�外部のエンカウンター・グループのメ

ンバー体験
　主に福岡人間関係研究会，人間関係研究
会の宿泊型のエンカウンター・グループの
ワークショップを自分で選んで体験しても
らう。
　②�６月のエンカウンター・グループ　in

九大（２日間，通い）のメンバー体験
　６月には筆者の授業をうけている学部
生，院生，聴講生などを対象にして，筆者
が企画・実行する２日間の通いのベーシッ
ク・エンカウンター・グループ（複数グルー
プが同時進行）にメンバーとして参加して
もらう。
　③�７月のエンカウンター・グループ・セ

ミナー参加
　７月には３日間のエンカウンター・グ
ループ・セミナーに参加してもらう。この
セミナ−には九大の先輩だけでなく，全国
からエンカウンター・グループに関心があ
る学生や社会人が参加する。このセミナー
では，エンカウンター・グループ体験をす
るのではなく，エンカウンター・グループ
体験が検討されたり，エンカウンター・グ
ループについてのプレゼンテーションや
ディスカッションが行われる。
　④�後期の学部授業の構成的エンカウン

ター・グループのコ・ファシリテーター
体験

　筆者が担当している学部の授業では構成
的エンカウンター・グループの実習を行う
が，院生はティーチング・アシスタントと
してコ・ファシリテーターを務める。近年
は，院生にはウォーミングアップのエクサ

サイズを担当してもらうともに，院生の数
に応じてスモール・グループを編成してそ
の１つのグループを担当してもらう。
　⑤�11月のインターカレッジ・エンカウン

ター・グループ（３日間，通い）のコ・
ファシリテーター体験

　11月には筆者の授業をうけている学部
生，院生，聴講生だけでなく，他大学の学
部生，院生にも呼びかけて行うインターカ
レッジ・エンカウンター・グループ（３日間，
通い，複数グループ同時進行）のコ・ファ
シリテーター（メイン・ファシリテーター
は上級生）を担当してもらう。
　⑥�外部（看護学校）の宿泊型の構成的エン

カウンター・グループのコ・ファシリ
テーター体験

　いくつかの看護学校では入学当初に看護
学生の人間関係づくりのためにエンカウン
ター・グループを導入している。そのメイ
ン・ファシリテーターは上級生が担当する
が，M ２になったばかりの院生はコ・ファ
シリテーターを担当する。
　⑦６月のエンカウンター・グループ　in
九大（２日間，通い）ではM2同士で組んで，
ペア・ファシリテーター体験をしてもらう。
　⑧�７月のエンカウンター・グループ・セ

ミナー参加
　７月のエンカウンター・グループ・セミ
ナーでは，一部のM2はそれまでに自分が
体験したコ・ファシリテーター体験，ペア・
ファシリテーター体験を事例として提示し
検討してもらう。
　⑨�11月のインターカレッジ・エンカウン

ター・グループ（３日間，通い）のメイ
ン・ファシリテーター体験

　11月のインターカレッジ・エンカウン
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ター・グループ（３日間，通い）ではM １の
下級生と組んでメイン・ファシリテーター
を担当してもらう。
　⑩�３月の外部（看護学校）のエンカウン

ター・グループ（４日間，宿泊）のメイ
ン・ファシリテーター体験

　某看護学校では，３月に２年生を対象と
したエンカウンター・グループを20年以上
にわたり実施してきたが，そのグループの
ファシリテーターを単独で体験してもら
う。
　３．院生の体験の検討
　（1）�体験進行中のグループ・スーパービ

ジョン
　院生のコ・ファシリテーター体験，ペア・
ファシリテーター体験，メイン・ファシリ
テーター体験については，その都度，セッ
ション直後に筆者によるグループ・スー
パービジョンが行われる。そこでは体験に
ついて報告してもらい，見立てと手立てを
めぐるコメント，およびサポートが行われ
る。
　（2）�毎月のカンファレンス
　毎月開催される「エンカウンター・グルー
プ研究会」（カンファレンス，約２時間，1
事例を検討）で院生は順番で全員が事例を
提示して，体験の検討が行われる。

Ⅲ�　体験の意識化・言語化のための“PPP
方式”

　筆者は，“PPP方式”で院生指導にあたっ
ている（野島監修.2012）。実践（Practice）
を行ったら，それを研究会や学会で発表

（Presentation）することを勧める。次に
発表したものを学会誌や紀要等に論文

（Paper）として投稿することを勧める。

ただ，院生からは４つ目の筆者からのP
（Push，Pressure）もあると言われている。
　このため，院生は全員，ファシリテー
ター養成に関する論文を書いている。以下
の視点から，学会誌の『心理臨床学研究』，
大学院紀要の『九州大学心理学研究』，総合
臨床心理センター紀要の『九州大学総合臨
床心理研究』などに数多くの論文を掲載し
ている。
　①メンバー体験：曽（2005），江（2007），
顧（2008）など。
　②（構成的エンカウンター・グループの）
コ・ファシリテーター体験：野島・内田

（2001），野島ら（2002），野島ら（2003），野
島ら（2004），野島ら（2005），野島ら（2006），
野島ら（2007），野島ら（2008），野島ら（2009），
野島ら（2010），野島ら（2011），野島ら（2012）
など。
　③コ・ファシリテーター体験：福田・野
島（2002），榊・野島（2003）など。
　④ペア・ファシリテーター体験：原賀・
野島（2003），金・野島（2004）など。
　⑤メイン・ファシリテーター体験：内田

（2004），金子（2007）など。

Ⅳ　考察
　本プログラムの特色として次のようなこ
とが挙げられる。
　１．�大学院における２年間にわたるシス

テマティックなプログラム
　エンカウンター・グループのファシリ
テーター養成については，従来，単発の
ファシリテーター養成のためのワーク
ショップが行われることはいくつかあって
いる（高松ら,1993；野島・畠瀬，1994）。し
かし，“大学院における２年間にわたるシス
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テマティックなプログラム”はわが国では
初めてである。２年間にわたり，質的・量
的にきっちりしたプログラムを行うこと
は，ファシリテーター養成のためには非常
に有効である。
　２．�メンバー体験とファシリテーター体

験の両方の尊重
　ファシリテーター養成にあたって，筆者
はまずはメンバー体験が大事であると考え
ている。そのためM1前期ではメンバー体
験をする事を積極的に勧めている。そして
その体験を踏まえてファシリテーター体験
をすることが学習上，有効であると考えて
いる。つまり，両方の体験を尊重している。
　ちなみに野島研究室に入ってくる院生の
殆どは，学部生や聴講生として，1〜２年
の間に，筆者の学部の授業で構成的エン
カウンター・グループのメンバー体験をし
たり，エンカウンター・グループ in 九大，
インターカレッジ・エンカウンター・グルー
プでベーシック・エンカウンター・グルー
プの体験をしてきている。大学院だけを見
ると半年間のメンバー体験しかしていない
ように見えるが，それ以前に実際は１〜２
年間のメンバー体験をしてきているのであ
る。
　３．�構成的グループと非構成的グループ

の両方の体験
　筆者はファシリテーター養成にあたって
は，構成的グループと非構成的グループの
両方のメンバー体験，ファシリテーター体
験をすることが大切であると考えている。
この２つは全く違ったタイプのグループで
あり，一方のみの体験しかしないよりは，
両方の体験をする方が，両方の特徴をより
深く理解することができ，より有能なファ

シリテーターになれるのである。
　４．�ファシリテーター体験の細かなス

テップアップ
　ファシリテーター体験は，コ・ファシリ
テーター体験→ペア・ファシリテーター体
験→メイン・ファシリテーター体験と細か
にステップアップしていくように組まれて
いる。つまり，スモールステップで少しず
つ力量を高めていけるようになっている。
このように段階的にファシリテーター体験
をすることは，無理なくファシリテーター
としての力をつけていくことができる。
　５．�体験とその検討をセットにすること
　体験を単に数多く重ねるだけでは，ファ
シリテーター養成としては不十分である。
体験したことを意識化・言語化して他者に
向かって表現して，質問をされたりフィー
ドバックを受けたりすることで，体験した
ことが自分のなかで消化され，実力をつけ
ることにつながる。つまり体験の意識化・
言語化をとおして，その検討をきちんと行
うことが必要である。本プログラムでは，
セッション直後のスーパービジョン，毎月
のカンファレンス，年に１回のセミナー，
学会発表，論文執筆という形で，体験とそ
の検討をセットにしてファシリテーター養
成を進めている点が特色である。
　６．�グループ臨床家養成と個人臨床家養

成は車の両輪
　筆者は，グループ臨床家としての資質を
高めるには，個人臨床家としての資質を高
めることが必要であると考えている。グ
ループ臨床だけしかできない，あるいは個
人臨床だけしかできないというのではだめ
だと思う。その二つを車の両輪だと捉えて，
同時に両方の資質を高める努力をすること
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は，両方の資質がよりよく伸びることにな
るように思われる。本プログラムを受けた
院生は，同時にすべて個人臨床家としての
訓練も受けている。
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Training program of encounter group facilitator in postgraduate school

Abstract
　This paper described a two-year training program of encounter group facilitator 
in postgraduate school, and discussed about its characteristic features. The two-year 
training program of encounter group facilitator in Kyushu University is composed by the 
following 10 steps: （1）First semester of first year master course: ①Participation in an 
encounter group conducted outside of Kyushu University as a member. ②Participation 
in encounter group conducted in Kyushu University in June （2 days, no lodging） as 
member. （2） Second semester of first year master course: ③Participation in encounter 
group seminar in July. ④Participation as a co-facilitator in lectures of structured 
encounter groups for undergraduate students. ⑤Participation in Intercollegiate 
Encounter Group in November （3days, no lodging） as co-facilitator. （3） First semester of 
second year master course: ⑥Participation in lodging type structured encounter group 
for nursing school students （conducted outside of Kyushu University） as co-facilitator. 
⑦Participation in encounter group conducted in Kyushu University in June （2days, 
no lodging） as a pair-facilitator. ⑧Participation in encounter group seminar in July. ⑨
Participation in Intercollegiate Encounter Group in November （3days, no lodging） as 
main facilitator. ⑩Participation in encounter group for nursing school students （4 days, 
lodging type, conducted outside of Kyushu University） as main facilitator. Characteristic 
features of this program include:  ①a systematic two-year program experienced during 
postgraduate course, ②respecting both experiences as a member and as a facilitator, ③
participations in both structured and unstructured encounter groups, ④a detailed step-
up program for facilitator experience, ⑤participation and examination of the experience 
are done together, ⑥both training for group psychotherapy practitioner and personal 
psychotherapy practitioner are important

【Key Word】 �encounter group, facilitator, training grouup
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